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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,164人（△74） 

　男　　24,427人（△30） 

　女　　27,737人（△44） 

世帯数　22,438　（△15） 
2月1日現在 （　）は前月比 

鹿児島城西高校サッカー部準優勝祝賀パレード 
　第87回全国高校サッカー選手権大会

で準優勝を成し遂げた鹿児島城西高校

サッカー部の準優勝祝賀パレードが１

月16日、伊集院駅から市役所までの間

で行われ沿道には大勢の人が詰めかけ

ました。 

（「準優勝おめでとう鹿児島城西高校サッカー部」
P2関連記事） 
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１２
自
治
会
と
の
話
し
合
い
活
動
で
元
気
な
地
域
づ
く
り 

伊
作
田
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
） 

▲ふれあいスポーツ大会（ウォーキング） 

▲ふるさとまつりの作品展示 

▲伊作田地区公民館設立総会 ▲　　滿洋館長 

成
十
九
年
六
月
に
伊
作
田
地
区

公
民
館
を
設
立
、
翌
二
十
年
四

月
に
基
本
と
な
る
規
約
や
組
織
機
構

（
総
務
企
画
部
・
産
業
振
興
部
・
保

健
福
祉
部
・
体
育
部
・
女
性
部
・
青

少
年
育
成
部
・
青
壮
年
部
・
高
齢
者

部
）
を
つ
く
り
自
治
公
民
館
活
動
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

作
田
地
区
振
興
計
画
は
平
成
十

九
年
九
月
か
ら
話
し
合
い
を
重

ね
地
区
内
の
道
路
や
生
活
環
境
、
保

健
医
療
福
祉
、
産
業
、
教
育
、
住
民

自
治
の
現
状
と
今
後
の
課
題
、
解
決

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
な

ど
多
く
の
方
の
協
力
で
約
一
年
か
け

て
策
定
し
ま
し
た
。 

統
行
事
と
し
て
は
、
郷
土
芸
能

の
伊
作
田
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
、
三
年
お
き
に
披
露
さ

れ
現
在
は
実
行
委
員
が
中
心
に
な
っ

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

区
で
は
、
各
専
門
部
が
中
心
と

な
り
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
一
月
に
は
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

し
め
る
よ
う
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
三
種
目
で
開
催
。
二
百
十
三
人
が

参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

た
、
十
二
月
に
は
、
健
康
づ
く

り
講
演
会
と
地
区
の
活
性
化
を

目
指
し
て
伊
作
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

を
開
催
。
書
道
・
陶
芸
な
ど
の
作
品

展
示
や
百
二
十
六
点
も
の
出
品
が
あ

っ
た
野
菜
品
評
会
・
芸
能
発
表
・
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
、
終
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

宅
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

住
宅
用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て

は
、
地
区
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、

全
世
帯
の
約
七
割
の
六
百
十
世
帯
に

設
置
。
伊
作
田
消
防
団
員
と
自
治
会

長
が
申
し
込
み
の
あ
っ
た
す
べ
て
の

住
宅
を
回
り
、
取
り
付
け
ま
し
た
。 

区
公
民
館
の
役
割
は
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
、
生
涯
学
習
の
拠

点
、
地
区
情
報
化
の
拠
点
で
地
区
の

方
々
の
集
い
の
場
、
学
び
の
場
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
十
二
自
治
会
と
地
区
公

民
館
の
話
し
合
い
活
動
で
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
で
す
。 

平 伊 伝 

ま 

地 

住 

地 

市の面積　253.06㎞2

伊作田地区公民館 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
西
部
に
位
置
し
江
口

浜
海
岸
の
あ
る
伊
作
田
地
区
は
、
十
二

自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年

二
月
一
日
現
在
で
八
百
八
十
八
世
帯
二

千
六
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
江
口
浜
の
雄
大
な
東
シ
ナ
海
へ
の
眺

望
や
農
水
産
物
の
直
売
所
「
江
口
蓬
莱

館
」
の
影
響
で
農
漁
業
と
も
地
域
に
活

気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

五
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
港
ま

つ
り
」
は
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 



　
十
二
月
三
十
日
か
ら
一
月
十
二
日

ま
で
行
わ
れ
た
、
第
八
十
七
回
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
出
場

し
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
鹿
児
島
城

西
イ
レ
ブ
ン
は
、
私
た
ち
に
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
初
戦
は
、
青
森
山
田
高
校
に
二
点

を
先
制
さ
れ
る
も
４
対
３
で
逆
転
勝

利
、
二
回
戦
は
、
大
阪
桐
蔭
高
校
に

５
対
２
、
三
回
戦
は
、
宇
都
宮
白
楊

に
７
対
１
、
準
々
決
勝
は
、
滝
川
第

二
高
校
に
６
対
２
で
勝
利
。 

　
準
決
勝
は
、
試
合
開
始
一
分
に
先

制
す
る
も
、
前
橋
育
英
高
校
に
３
点

を
取
ら
れ
て
逆
転
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
迫
勇
也
選
手
な
ど
の
活
躍
で
２
点

を
返
し
同
点
に
追
い
付
く
と
前
半
終

了
間
際
に
逆
転
、
さ
ら
に
後
半
に
も

１
点
を
追
加
、
そ
の
ま
ま
５
対
３
で

逆
転
勝
利
。 

　
決
勝
戦
は
、
広
島
皆
実
高
校
と
対

戦
、
大
迫
勇
也
選
手
の
大
会
新
記
録

と
な
る
今
大
会
１０
得
点
目
と
な
る
ゴ

ー
ル
で
先
制
し
ま
し
た
が
追
い
つ
か

れ
逆
転
、
後
半
に
入
る
と
野
村
選
手

が
同
点
ゴ
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
が
、

再
び
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
に
。
惜
し

く
も
そ
の
ま
ま
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、

準
優
勝
と
い
う
大
活
躍
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
第
八
十
七
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
準
決
勝
の
一
月
十
日
と

決
勝
戦
の
十
二
日
に
合
わ
せ
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
オ
プ

ト
デ
バ
イ
ス
㈱
（
伊
集
院
）
の
敷
地

内
に
特
設
応
援
ス
タ
ン
ド
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
鹿
児
島
城
西
高
校
イ

レ
ブ
ン
を
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
と
、

両
日
と
も
同
社
社
員
を
は
じ
め
、
市

民
、
地
元
小
・
中
学
生
、
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
延
べ
約
五
百

五
十
人
が
集
り
、
小
雪
も
ち
ら
つ
く

寒
空
の
中
、
用
意
さ
れ
た
甘
酒
を
飲

み
な
が
ら
熱
い
応
援
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。 

　
両
試
合
と
も
攻
守
が
目
ま
ぐ
る
し

く
入
れ
替
わ
る
展
開
に
会
場
は
一
喜

一
憂
。
得
点
が
入
る
と
「
よ
し
、
い

い
ぞ
、
も
う
一
点
だ
」
と
地
元
伊
集

院
か
ら
も
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
と
国
立

競
技
場
に
向
け
て
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
設
会
場
に
応
援
に
来
て

い
た
、
伊
集
院
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
　
野
健
（
た
け
る
）
く
ん

（
伊
集
院
小
二
年
）
は
、「
大
迫
勇
也

選
手
が
と
て
も
か
っ
こ
良
か
っ
た
で

す
。
ぼ
く
も
、
城
西
高
校
の
サ
ッ
カ

ー
部
に
入
っ
て
、
全
国
大
会
で
優
勝

で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
、
将
来
の
夢
を
話
し
ま
し
た
。 

大
活
躍
の
 

　
城
西
高
校
イ
レ
ブ
ン
 

鹿児島城西高校サッカー部 

第87回 全国高校サッカー選手権大会 

　準優勝祝賀パレードが１月16日、伊集院駅から市役所までの
間で行われ、沿道には感動を与えてくれた城西高校イレブンを
一目見ようと、たくさんの人が詰めかけました。 
　また、市役所庁舎前広場で行われた報告会では、現地の応援
を再現するなど詰めかけた人たちと、一緒に感動を味わいました。 



消費生活相談2008消費生活相談2008消費生活相談2008日 置 市

強引な着物販売 

相談員からワンポイントアドバイス相談員からワンポイントアドバイス 

クーリング・オフ 

クーリング・オフの記載例 

クーリング・オフを通知するときの注意点 

クーリング・オフ期間が過ぎてしまった場合 

クーリング・オフの効果 

強引な着物販売 

相談員からワンポイントアドバイス 

クーリング・オフ 

クーリング・オフの記載例 

クーリング・オフを通知するときの注意点 

クーリング・オフ期間が過ぎてしまった場合 

クーリング・オフの効果 

強引な着物販売 

相談員からワンポイントアドバイス 

クーリング・オフ 

クーリング・オフの記載例 

クーリング・オフを通知するときの注意点 

本 庁 商 工 観 光 課

東市来支所地域振興課

日吉支所地域振興課

吹上支所地域振興課

273－2111

274－2111

292－2111

296－2111

クーリング・オフ期間が過ぎてしまった場合 

クーリング・オフの効果 【消費生活相談窓口】

はがきの表 はがきの裏（業者・信販会社宛） 

〒 

（
宛
先
を
書
く
） 

契約解除通知 
契約年月日　○年○月○日 
商　品　名　○○○○○○ 
価　　　格　○○○○○円 
担　当　者　○○　○○ 

　上記日付の全ての契約を都合 
により解除します。 
平成○年○月○日 
住所　○○○○○○ 
氏名　○○○○○○　印 
（契約当事者名） 

○ 

○ 

○
　
会
社 

代
表
責
任
者
殿 

クレジット払いの場合は 
信販会社宛にも通知する。 
（業者名を記入） 



　火災の発生しやすい時期を迎えております。 
　火災予防運動は、市民の皆様に防火に対する意識を一層高めていただき、火災の発生を防止することに
より、尊い生命や貴重な財産の損失を防ぐことを目的としています。 

　死者を伴う住宅火災が全国的に増加しています。一方、住宅用
火災警報器を設置していたため、火災を早期に発見して、初期消
火に成功した事例も多く報告されています。 
　大切な家族の命を守るためにも住宅用火災警報器の早期設置を
お願いします。 

期　間　3月1日（日）～3月7日（土） 

全国統一防火標語 

防火訓練 あづま保育園児太鼓演奏 

東市来 

火　　災 

救　　急 

救　　助 

7 

562 

8

11 

694 

9

10 

176 

1

6 

427 

6

0 

1 

1

34 

1860 

25

伊集院 日　吉 

平成20年中に、日置市管内で発生した災害発生件数は下記のとおりです。 

平成19年は火災48件、救急1987件、救助26件でした。 

その救急車、本当に必要ですか?
大切な命を救うために 

吹　上 日置市以外 合　計 

  日置市消防本部では、３隊の救急隊で各地域の救急事案に対応しておりますが、救急出

場中に同じ地域からの救急要請があった場合、他の地域にいる救急隊が出場しなければ

なりません。 

　このため１分１秒を争う生命の危険がある傷病者を待たせてしまうような事態の発生

を心配しています。尊い命を救うために、救急車の適正利用が必要です。 

　ポリ容器でのガソリンの運搬・貯蔵は禁止
されています。 
　ガソリンを携行する場合は、決められたガ
ソリン携行缶を使用してください。 

★ 皆さん、119番通報する前に、今一度考え
てみましょう。 
★ 救急車を本当に必要とする人のためにみな
さんのご理解とご協力をお願いします。 

適合認定マークがあるもの 

をご使用ください。 



　「
初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ
う
」

が
一
月
一
日
、
伊
集
院
総
合
運
動
公

園
で
行
わ
れ
家
族
連
れ
な
ど
約
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
冷
た
い
雨
の
降
る
中
、

白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
運
動
公
園
内

を
周
回
す
る
コ
ー
ス
を
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
走
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
閉
会
式
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
待
望
の
初
日
を
望
む
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
ら
は
今
年
一
年
の
健
康

な
ど
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。 

▲寄付金を手渡す林晃聖主将 

お
年
玉
を
交
通
遺
児
へ
寄
付 

初
日
と
と
も
に
走
り
初
め 

伊
集
院
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

初
日
と
と
も
に
走
ろ
う
・
歩
こ
う 

　
妙
円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
五
年
生
以
下
の
チ
ー
ム
）

が
十
一
月
二
十
九
日
と
十
二
月
七
日

に
行
わ
れ
た
全
日
本
・
全
九
州
大
会

予
選
鹿
児
島
県
大
会
で
優
勝
し
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。 

　
日
置
地
区
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
と

し
て
臨
ん
だ
県
大
会
は
、
強
豪
チ
ー

ム
が
ひ
し
め
く
中
、
接
戦
を
投
手
戦

で
制
し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
妙
円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
は
、

三
月
二
十
八
日
か
ら
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
。
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

春
季
全
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場
権
獲
得 

妙
円
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
伊
集
院
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
交
通
遺
児
の
た
め
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
一
月
四
日
、
団

員
た
ち
が
お
年
玉
を
少
し
ず
つ
持
ち

寄
っ
て
集
め
た
一
万
八
千
百
十
円
を

（
財
）
鹿
児
島
県
交
通
被
災
者
た
す

け
あ
い
協
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
同
少
年
団
は
、
昭
和
四
十
九
年
に

発
足
。「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
チ
ー

ム
に
入
れ
な
い
友
だ
ち
が
い
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
当
時
の
監

督
が
提
案
し
、
同
五
十
二
年
か
ら
三

十
二
年
間
寄
付
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
吹
上
浜
公
園
で
一
月
十
一
日
、
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
市
内
の
消
防
団
員
や
市

消
防
本
部
職
員
な
ど
四
百
人
が
参
加
。

吹
上
方
面
団
の
泊
純
一
吹
上
方
面
団

長
を
先
頭
に
各
方
面
団
や
市
消
防
本

部
職
員
の
分
列
行
進
の
後
、
規
律
訓

練
、
救
助
訓
練
、
放
水
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
長
年
消
防
団
活
動
に
功

績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
な
ど
が
行

わ
れ
、
宮
路
市
長
が
日
ご
ろ
の
消
防

団
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
と
も
に
地

域
の
消
防
、
防
災
の
任
務
に
携
わ
る

団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。 

 

消
防
活
動
の
功
績
を
表
彰 

　各
種
表
彰
（
敬
称
略
） 

略
称
（
本
）
＝
消
防
本
部 

　
　
（
東
）
＝
東
市
来
方
面
団 

　
　
（
伊
）
＝
伊
集
院
方
面
団 

　
　
（
日
）
＝
日
吉
方
面
団 

　
　
（
吹
）
＝
吹
上
方
面
団 

 【
消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
】 

西
園
　
徹
（
日
置
市
消
防
団
長
） 

【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】 

曽
木
　
均
（
東
）
古
薗
俊
一
郎
（
伊
）

田
代
幸
次
（
日
） 

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】 

元
吉
靖
郎
（
東
） 

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】 

稲
留
正
廣
（
伊
）
坂
上
俊
美
（
伊
） 

【
日
本
消
防
協
会
30
年
勤
続
章
】 

瀬
戸
口
淳
一
（
本
）
重
水
賢
治
（
東
）

西
ノ
園
純
男
（
東
）
宮
内
紀
二
三
（
伊
）

川
畑
勝
哉
（
伊
）
泊
純
一
（
吹
）
今

屋
政
市
（
吹
） 

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】 

渡
辺
修
一
（
本
）
福
田
幸
記
（
本
）

前
之
園
　
修
（
本
）
藏
薗
健
一
郎
（
本
）

有
馬
輝
志
（
本
）
久
保
園
幸
一
（
本
）

切
手
博
文
（
本
）
内
田
正
利
（
本
）

下
茂
孝
喜
（
東
）
永
山
晃
（
東
）
松

山
芳
秋
（
東
）
南
浩
久
（
伊
）
馬
場

口
光
男
（
伊
）
西
川
政
和
（
伊
）
中

馬
健
次
（
伊
）
南
和
敏
（
伊
）
東
勇

二
（
伊
）
福
元
則
雄
（
伊
）
上
田
平

浩
二
（
日
）
新
内
誠
（
日
）
正
留
良

実
（
日
）
前
野
和
廣
（
吹
）
黒
葛
孝

一
（
吹
） 

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】 

田
淵
裕
（
東
）
中
養
母
健
一
（
東
）

永
井
辰
也
（
東
）
益
満
哲
二
（
伊
）

帖
佐
孝
生
（
伊
）
山
下
勝
博
（
伊
）

東
條
幸
二
（
伊
）
原
口
　
昇
（
伊
）

尾
堂
謙
志
（
伊
）
室
屋
　
健
（
伊
）

井
料
敏
彦
（
伊
）
内
村
友
治
（
日
）

堀
吉
男
（
日
）
的
場
勝
広
（
日
）
前

畑
進
二
（
日
）
山
内
一
　
（
日
）
川

　
哲
也
（
吹
）
坂
口
博
（
吹
）
井
上

眞
人
（
吹
）
横
山
勉
（
吹
）
柱
野
春

己
（
吹
）
黒
川
明
（
吹
） 

【
県
知
事
表
彰
40
年
勤
続
章
】 

稲
留
正
廣
（
伊
） 

【
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続
章
】
及
び

【
市
長
表
彰
10
年
勤
続
】 

辻
武
（
東
）
高
山
孝
夫
（
東
）
立
和

名
藤
男
（
東
）
西
之
園
重
己
（
伊
）

橋
之
口
尚
（
伊
）
下
田
平
清
重
（
日
）

田
中
謙
一
郎
（
日
）
成
田
郷
（
日
）

有
留
茂
高
（
日
）
泊
正
利
（
吹
）
戸

越
隆
行
（
吹
）
福
元
正
和
（
吹
） 

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
15
年
勤
続
章
】 

堂
下
勝
巳
（
本
）
今
田
貴
浩
（
本
）

早
瀬
道
正
（
本
）
小
園
勇
作
（
本
）

福
田
浩
人
（
東
）
谷
口
義
則
（
東
）

坂
口
勝
彦
（
伊
）
松
村
平
（
日
）
笠

野
美
好
（
日
）
児
玉
龍
司
（
日
）
神

幸
一
（
日
） 

立
宅
浩
喜
（
日
）
吉
岡

弘
司
（
吹
）
下
野
修
一
（
吹
）
田
口

哲
郎
（
吹
）
菊
永
武
雄
（
吹
）
大
園

浩
（
吹
）
古
川
常
行
（
吹
）
福
添
良

広
（
吹
） 

【
感
謝
状
30
年
勤
続
者
内
助
の
功
】 

重
水
美
智
子
（
東
）
西
ノ
園
律
子
（
東
）

宮
内
由
美
子
（
伊
）
川
畑
清
子
（
伊
）

泊
　
利
惠
子
（
吹
） 

【
感
謝
状
25
年
以
上
勤
続
退
団
者
】 

平
松
昭
弘
（
東
）
町
田
二
朗
（
東
）

緒
垣
正
友
（
伊
）
仮
屋
益
夫
（
伊
）

弓
場
光
見
（
伊
）  

元
勉
（
日
）
有

村
則
男
（
吹
）
松
元
正
利
（
吹
） 

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が 

　
　
　
２
羽
飛
来 

吹
上
地
域
今
田 

　
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
二
羽
が
十
二
月
一

日
、
吹
上
地
域
今
田
の
田
ん
ぼ
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
二
羽
は
、
成
鳥
と
幼
鳥
で
、
人
の

気
配
を
感
じ
て
も
逃
げ
る
様
子
も
な

く
、
仲
良
く
収
穫
の
終
わ
っ
た
水
田

の
落
穂
や
草
の
根
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
く
ち
ば
し
の

黒
い
部
分
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
カ

モ
目
カ
モ
科
に
分
類
さ
れ
る
鳥
類
の

一
種
で
す
。
日
本
で
は
北
海
道
や
本

州
に
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し
、
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
よ
り
も
南
地
域
で
越
冬
す

る
も
の
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。 

　
多
く
の
方
々
が
目
撃
さ
れ
て
お
り

「
夫
婦
な
の
か
な
」、「
住
み
つ
い
て

く
れ
た
ら
い
い
の
に
」
な
ど
と
口
々

に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権 

　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝 

伊
集
院
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
行
わ

れ
た
、
第
十
七
回
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会
（
五
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
）

で
準
優
勝
の
西
原
口
嶺
君
（
伊
集
院
）

が
十
二
月
十
七
日
、
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
西
原
口

君
は
、「
全
国
大
会
で
も
勝
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
一

生
懸
命
練
習
を
続
け
て
行
き
た
い
で

す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。 

今
後
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

　
あ
な
た
も
、
地
域
を
守
る
消
防 

団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

【
問
合
せ
先
】
日
置
市
消
防
本
部 

総
務
課
ま
た
は
北
・
南
分
遣
所
ま
で 

自
分
の
ま
ち 

　
　
大
切
な
ひ
と 

　
　
　
　
ぼ
く
ら
で
守
る 

『
消
防
団
員
募
集
』 



　
日
吉
地
域
民
生
・
児
童
委
員
協
議

会
で
は
一
月
二
十
一
日
、
地
域
の
身

近
な
相
談
員
で
あ
る
民
生
・
児
童
委

員
の
活
動
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
困
っ
た
こ
と
、
悩
み
ご
と

を
も
っ
と
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
福
祉
相
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
相
談
会
当
日
に
は
、
雇
用
情
勢
の

悪
化
に
伴
う
生
活
困
窮
、
一
人
暮
ら

し
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

成
年
後
見
人
制
度
の
利
用
な
ど
八
件

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
相
談
に
応
じ
た
松
村
耕
一
会
長
は
、

「
相
談
者
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
行
政
な
ど
と
連

携
を
取
り
た
い
。
相
談
す
る
こ
と
で

少
し
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な
れ
ば
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
置
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
相
談
会
以
外
の
日
も
、
常
時

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

方
は
、
お
近
く
の
地
区
の
民
生
・
児

童
委
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う 

生
活
の
自
立
を
お
手
伝
い 
交
通
安
全
運
動
啓
発
活
動 

民
生
・
児
童
委
員
に
よ
る
福
祉
相
談
会 

　
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
新
た
に

「
城
の
下
物
産
館
（
日
吉
地
域
）」
の

指
定
管
理
者
に
決
定
し
た
同
館
管
理

組
合
（
上
内
修
一
組
合
長
）
と
、「
ひ

ま
わ
り
館
（
吹
上
地
域
）」
の
指
定

管
理
者
に
継
続
で
決
定
し
た
同
館
管

理
組
合
（
脇
保
組
合
長
）
へ
の
指
定

通
知
書
交
付
式
が
一
月
二
十
一
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
市
長
が
「
地
域
の
経
済

振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
両
施

設
が
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
動
を
充
実
さ
せ
、
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
に

対
し
て
、
指
定
管
理
者
を
代
表
し
て

上
内
組
合
長
が
「
今
後
も
努
力
し
、

組
合
員
の
、
そ
し
て
地
域
の
、
さ
ら

に
は
日
置
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
機
能
を
十
分
果
た
し
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
応
え
ま
し
た
。 

　
指
定
期
間
は
平
成
二
十
五
年
三
月

ま
で
の
四
年
間
。
地
域
の
農
業
農
村

交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
今
後
の

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

２
直
売
所
を
指
定
管
理
者
へ
委
託 

城
の
下
物
産
館（
日
吉
）・
ひ
ま
わ
り
館（
吹
上
） 

　
吹
上
町
更
生
保
護
女
性
会
は
、
十

二
月
八
日
に
歳
末
助
け
合
い
運
動
を

展
開
し
、
少
年
鑑
別
所
や
鹿
児
島
刑

務
所
、
福
祉
施
設
な
ど
八
カ
所
に
タ

オ
ル
や
軍
手
な
ど
生
活
必
需
品
を
贈

り
ま
し
た
。 

　
品
物
は
金
融
機
関
や
各
団
体
・
個

人
な
ど
か
ら
届
け
ら
れ
た
も
の
で
会

員
ら
は
、
心
を
込
め
て
関
係
施
設
へ

発
送
し
ま
し
た
。 

　
後
日
、
各
施
設
か
ら
は
重
宝
な
物

品
と
、
人
々
の
温
か
い
気
持
ち
に
感

謝
し
た
い
旨
の
お
礼
状
が
届
き
、
会

員
ら
は
、
社
会
や
地
域
へ
の
支
援
活

動
の
所
期
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
安
堵
し
ま
し
た
。 

歳
末
に
心
の
か
け
橋 

更
生
保
護
女
性
会
歳
末
助
け
合
い 

　
平
成
二
十
年
度
第
三
次
青
年
海
外

協
力
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
山
下
　

剛
さ
ん
（
伊
集
院
）
が
出
発
前
の
十

二
月
十
七
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
　 

　
派
遣
先
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ

ダ
ン
と
い
う
都
市
で
、
ス
マ
ト
ラ
島

に
あ
る
こ
の
国
の
三
番
目
に
大
き
な

町
で
す
。 

　
山
下
さ
ん
は
、
中
学
、
高
校
、
大

学
と
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
。
大
学
生

の
全
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
派
遣
に
つ
い
て
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
サ
ッ
カ
ー
の
競
技
レ
ベ

ル
向
上
の
た
め
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育

成
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
生
か
し
て
少

し
で
も
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
社
会
に
貢
献 

平
成
２０
年
度
第
３
次
青
年
海
外
協
力
隊 

　
平
成
二
十
年
度
河
川
愛
護
運
動
の

優
良
団
体
に
鍋
谷
自
治
会
（
吹
上
）

が
選
ば
れ
十
二
月
二
十
四
日
、
河
川

愛
護
運
動
県
知
事
表
彰
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
鍋
谷
自
治
会
で
は
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
内
の
河
川
の
草
払
い
や
流
木

の
除
去
作
業
な
ど
の
環
境
美
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

自
治
会
一
体
と
な
り
活
動 

河
川
愛
護
運
動 

　
日
置
市
内
四
町
法
人
会
（
東
市
来
・

伊
集
院
・
日
吉
・
吹
上
）
の
合
併
協

定
調
印
式
が
一
月
二
十
日
、
日
置
市

商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
四
法
人
会
会
長
を
始
め

関
係
者
四
十
五
人
が
出
席
。 

　
合
併
経
過
報
告
の
後
、
協
定
調
印

書
に
署
名
調
印
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
四
月
一
日
か
ら
新
た
な

組
織
、（
社
）
串
木
野
日
置
法
人
会

日
置
支
部
と
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。 

新
た
な
組
織
と
し
て 

　
　
　
　

ス
タ
ー
ト 

市
内
４
町
法
人
会
合
併
協
定
調
印
式 

　
吹
上
地
域
交
通
安
全
母
の
会
（
有

馬
澄
子
会
長
）
が
十
二
月
二
十
二
日
、

吹
上
中
学
校
を
訪
れ
生
徒
代
表
に
「
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
を
心
が

け
よ
う
」
と
チ
ラ
シ
を
配
布
し
理
解

と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　「
今
年
も
、
事
故
の
な
い
よ
う
交

通
安
全
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」

と
有
馬
会
長
が
あ
い
さ
つ
の
後
チ
ラ

シ
を
生
徒
代
表
に
手
渡
し
、「
事
故

の
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
」
と
生
徒

代
表
が
応
え
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
毎
年
啓

発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
安
全
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

積
極
的
な
活
動
を 

　
展
開
す
る
た
め
に 

第
３９
回
鹿
児
島
県
女
性
大
会 

　
鹿
児
島
県
女
性
大
会
が
一
月
十
四

日
、
鹿
児
島
県
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
「
心
豊
か
な
温
も
り
の

あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
」
テ
ー
マ

に
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
の
中
で
、
県
更
生
保
護
女
性

連
盟
の
長
野
瑳
や
子
さ
ん
（
吹
上
）

が
「
社
会
の
母
の
心
で
」
と
題
し
、「
昨

今
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
は
、
親
や
子

を
手
に
か
け
る
悲
惨
な
事
件
が
続
き
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
犯
行
動
機
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
中
、

無
関
心
で
は
な
く
一
人
一
人
が
人
間

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
社
会
づ

く
り
や
、
子
育
て
イ
コ
ー
ル
親
育
ち

の
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
大
切
さ
」

を
伝
え
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
行

政
情
報
や
市
内
各
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
・
行
事
な
ど
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、

「
広
報
ひ
お
き
」（
毎
月
一
回
）
と
「
広

報
ひ
お
き
お
知
ら
せ
版
」（
毎
月
二
回
）

を
発
行
し
、
自
治
会
を
通
じ
て
各
世

帯
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
外
在
住
の
郷
土
出
身
者

な
ど
で
、「
広
報
ひ
お
き
」
年
間
購

読
（
毎
月
一
回
発
送
）
を
ご
希
望
の

方
に
は
、
有
料
に
よ
る
発
送
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方

へ
の
ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
も
ご

利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ

う
。 

　「
広
報
ひ
お
き
」
の
年
間
購
読
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
企
画
課
広
報
統

計
係
（
内
線
一
二
六
六
）
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　【
年
間
購
読
料
】　
二
千
円 

　
平
成
二
十
一
年
度
分
は
、
平
成
二

十
一
年
四
月
号
か
ら
平
成
二
十
二
年

三
月
号
ま
で
で
す
。 

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、

現
金
書
留
か
郵
便
小
為
替
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
２１
年
度 

『
広
報
ひ
お
き
』 

 

年
間
購
読
者
の 

 

募
集
に
つ
い
て 



　
イ
チ
ゴ
の
日
に
ち
な
ん
だ
一
月
五

日
、
東
市
来
地
域
の
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
園
主
は
片
平
清
美
さ
ん
。「
今
年

で
十
五
年
目
。
毎
年
た
く
さ
ん
の
人

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
年

よ
り
生
育
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
も
甘
く
て
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
が

出
来
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
市
長
と
み
の
り
保
育
園
の
園
児
ら

が
イ
チ
ゴ
の
形
の
く
す
玉
を
割
り
、

真
っ
赤
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
を
収
穫

し
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

な
が
ら
イ
チ
ゴ
を
パ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い

に
詰
め
込
み
、「
早
く
食
べ
た
い
」

と
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。 

　
観
光
農
園
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
片
平
農
園
　
二
七
四
‐
六
一
八
三 

　
開
園
時
期
　
五
月
末
ま
で 

　
開
園
時
間
　
十
時
〜
十
七
時 

意
欲
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
農
業
に
参
画
す
る
た
め
に 

経
営
基
盤
の
強
化
と 

将
来
の
発
展
に
向
け
て 

甘
い
一
月
五
日
の
日 

平
成
２０
年
度
日
置
市
家
族
間
経
営
協
定
調
印
式 

イ
チ
ゴ
観
光
農
園
オ
ー
プ
ン 

　
葉
た
ば
こ
の
播
種
式
が
一
月
十
五

日
、
さ
つ
ま
日
置
農
協
北
部
農
機
具

セ
ン
タ
ー
（
東
市
来
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
日
、
松
ヶ
尾
（
日

吉
）
と
中
田
尻
（
吹
上
）
の
共
同
育

苗
施
設
で
も
町
内
の
生
産
農
家
と
関

係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
で
は
、
今
年
の
豊
作
を

祈
願
し
つ
つ
、
種
ま
き
へ
取
り
掛
か

り
ま
し
た
。
　 

　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
敷
き
詰
め

ら
れ
た
親
床
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ま

か
れ
た
種
は
一
週
間
か
ら
十
日
ほ
ど

で
発
芽
し
、
約
一
カ
月
ハ
ウ
ス
内
で

育
苗
さ
れ
た
後
、
二
月
中
旬
に
は
各

農
家
の
方
々
に
引
き
渡
さ
れ
、
三
月

初
め
に
植
え
付
け
ら
れ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
九
戸
の
農
家
が
十
八
㌶

を
栽
培
し
七
千
八
百
万
円
を
売
り
上

げ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
昨
年
以
上
の
売
上
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。 

豊
作
を
祈
願
し
つ
つ 

葉
た
ば
こ
の
種
ま
き 

　
一
月
九
日
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
湯
之
元
駅

に
て
切
符
利
用
で
下
車
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
割
引
や
特
典
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
「
ゆ
の
も
と
湯
遊
サ
ー
ビ
ス
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、「
ゆ
の
も
と
の
ま
ち
の

活
性
化
」
の
た
め
に
市
商
工
会
東
市

来
支
部
商
業
部
会
が
企
画
し
た
も
の

で
、
一
カ
月
間
試
行
さ
れ
ま
す
。 

　
経
営
指
導
員
の
上
萩
原
好
孝
さ
ん

は
「
今
後
の
状
況
に
よ
り
車
、
バ
ス

で
来
客
し
た
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

り
、
情
報
発
信
の
場
所
を
確
保
し
た

り
で
き
た
ら
」
と
構
想
は
尽
き
な
い

よ
う
で
す
。 

　
湯
之
元
駅
で
下
車
時
に
、
切
符
と

引
き
換
え
た
日
付
印
の
入
っ
た
チ
ラ

シ
を
提
示
す
れ
ば
、
協
賛
店
十
六
店

舗
に
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

有
効
期
限
は
二
日
間
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。 

　
日
置
市
商
工
会
東
市
来
支
所 

　
二
七
四
‐
二
一
五
一 

ゆ
の
も
と
の
活
性
化
に
む
け
て
！ 

ゆ
の
も
と
湯
遊
サ
ー
ビ
ス 

　「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た
祭
り
」

の
公
開
録
画
が
一
月
十
六
日
、
伊
集

院
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
伊
集
院
文
化
会
館
開
館

三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
日
置
市
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
が
主
催
と
な

り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
司
会
は
、
伍
代
夏
子
さ
ん 

（
演
歌

歌
手
）
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
滑
川
和
男
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
。 

　
原
田
直
之
さ
ん
・
田
中
祥
子
さ
ん

ら
の
伝
統
的
な
民
謡
の
心
に
響
く
歌

に
会
場
を
訪
れ
た
観
客
ら
は
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
元
の
梅
乃
実
会
と
日
吉

民
舞
同
好
会
も
出
演
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
ふ
る
さ
と
の
唄
や
郷
土
芸
能
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
玉
山
神
社
参
道
の
調
所
広
郷
公
招

魂
墓
（
東
市
来
地
域
美
山
）
で
一
月

十
三
日
、
広
郷
公
を
偲
ん
で
の
遺
徳

顕
彰
祭
が
県
神
道
青
年
会
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
広
郷
公
は
、
薩
摩
藩
の
財
政
改
革

を
行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
ま

た
、
産
業
振
興
の
一
環
と
し
て
苗
代

川
（
現
東
市
来
地
域
美
山
）
で
の
磁

器
生
産
に
も
力
を
い
れ
ま
し
た
。
地

元
の
人
々
は
、
美
山
へ
の
貢
献
を
称

え
て
招
魂
墓
を
建
て
ま
し
た
。 

　
広
郷
公
の
末
裔
で
あ
る
調
所
宏
志
、

一
郎
親
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
）

を
招
い
て
、
島
津
義
秀
氏
（
加
治
木

島
津
家
十
三
代
当
主
）、
薩
摩
焼
振

興
会
、
美
山
地
域
の
方
々
五
十
人
が

参
加
。
時
よ
り
あ
ら
れ
の
降
る
中
、

顕
彰
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
奉

納
神
事
で
は
薩
摩
琵
琶
が
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。 

　
顕
彰
祭
が
終
わ
る
と
青
空
が
み
え
、

調
所
広
郷
公
も
喜
ん
で
い
る
か
の
よ

う
な
空
模
様
で
し
た
。
調
所
宏
志
氏

は
、
遺
徳
顕
彰
祭
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
非
常
に
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。 

調
所
広
郷
公
没
後
百
六
十
年 
調
所
笑
左
衛
門
広
郷
公
遺
徳
顕
彰
祭 

　
平
成
二
十
年
度
日
置
市
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
一
月
二
十
二
日
、
日

吉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
伊
集
院
地
域
の
茶
・
施
設

花
き
農
家
の
二
家
族
、
日
吉
地
域
の

酪
農
・
肥
育
牛
・
施
設
園
芸
・
葉
た

ば
こ
農
家
の
五
家
族
で
、
す
べ
て
の

家
族
で
前
回
の
協
定
書
を
見
直
し
、

そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。 

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
に
携

わ
る
全
世
帯
員
が
、
意
欲
と
生
き
が

い
を
も
っ
て
農
業
経
営
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
一
人
一
人
に
役
割
分
担
を

決
め
、
経
営
方
法
や
後
継
者
等
へ
の

経
営
移
譲
計
画
、
報
酬
、
休
日
な
ど

生
活
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
取
り
決

め
を
行
い
書
面
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。 

　
当
日
は
、
家
族
ご
と
に
協
定
書
を

朗
読
し
た
後
、
市
長
ほ
か
関
係
者
の

立
会
い
の
中
、
協
定
書
に
調
印
。 

　
そ
の
後
、
各
協
定
農
家
の
代
表
者

が
協
定
締
結
へ
の
決
意
を
述
べ
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。 

「
市
認
定
農
業
者
連
絡
会
」
設
立
総
会 

　
日
置
市
認
定
農
業
者
連
絡
会
設
立

総
会
が
一
月
二
十
二
日
、
日
吉
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
連
絡
会
は
、
市
内
百
七
十
九

人
の
認
定
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
将

来
発
展
に
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
総
会
後
に
は
、
農
政
懇
談
会
が
行

わ
れ
積
極
的
な
意
見
や
提
言
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
横
の
つ
な
が
り
の
無

か
っ
た
参
加
者
が
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

威
勢
の
あ
る
一
年
に 

青
松
太
鼓
新
春
初
打
ち 

「
そ
れ
い
け
！
民
謡
う
た 

　
　
　
祭
り
」
公
開
録
画 

伊
集
院
文
化
会
館
開
館
30
周
年 

　「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

一
月
一
日
、
吹
上
町
永
吉
の
久
多
島

神
社
境
内
で
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振

興
会
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
新
春
初
打

ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模

様
の
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
勢
の

参
拝
者
が
初
詣
を
兼
ね
て
境
内
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
演
奏
が
開
始
さ
れ

る
と
、
寒
さ
も
吹
っ
飛
び
太
鼓
の
音

と
と
も
に
熱
気
で
雨
も
次
第
に
や
ん

で
き
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
平
成
六
年
に
旧
吹
上
町

町
制
施
行
四
十
周
年
を
機
に
結
成
さ

れ
た
和
太
鼓
集
団
で
、
今
年
で
満
十

五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
、
東

京
公
演
や
九
月
に
は
記
念
公
演
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
、
同
会
の
さ
ら
な
る
発
展

と
、
威
勢
の
あ
る
一
年
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。 

ゆ
う
ゆ
う 

し
ょ
う
ざ 

え

も
ん 

ず
　
し
ょ
ひ
ろ
さ
と 

こ
ん
は
か 

ま
つ
え
い 

し
ょ
う 

い
　
ち
　
ご 



「
書
く
こ
と
」
に
つ
い
て
楽
し
く
学
習 

冬
季
わ
く
わ
く
作
文
塾 

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
給
食
会 

日
吉
地
域
　
扇
尾
自
治
会 

「
ど
う
な
る 

　
日
本
の
政
治
と
経
済
」 

日
置
地
区
講
演
を
聴
く
会 

　
市
中
央
公
民
館
お
よ
び
日
吉
地
域

中
央
公
民
館
で
十
二
月
二
十
六
日
、「
冬

季
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
、
日
置
市
教
育
委
員
会

の
「
夢
を
も
ち
　
あ
し
た
を
ひ
ら
く

　
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
の
基
本
目

標
を
具
現
化
す
る
一
方
策
と
し
て
、

児
童
の
「
書
く
意
欲
」
を
受
け
止
め
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

　
今
回
の
「
冬
季
わ
く
わ
く
作
文
塾
」

は
、「
読
書
感
想
文
を
書
こ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
全
学
年
か

ら
児
童
二
百
人
、
小
学
校
教
諭
三
十

五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
児
童
は
、
教
科
書
教
材
を
題
材
に
、

「
冬
季
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
特
製
の
「
て

び
き
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
文
章

の
書
き
出
し
や
あ
ら
す
じ
の
ま
と
め

方
、
引
用
の
仕
方
や
読
書
感
想
文
全

体
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　 

　「
書
く
こ
と
の
力
」
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
、
表
現
力
や
思
考
力
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日

置
市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
度
も
市

内
の
児
童
が
「
書
く
こ
と
」
に
親
し

み
、
そ
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
場
と

し
て
「
わ
く
わ
く
作
文
塾
」
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
来
年
度
も
多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
扇
尾
自
治
公
民
館
で
一
月
二
十
一

日
、
扇
尾
地
区
の
高
齢
者
と
扇
尾
小

学
校
全
児
童
と
の
世
代
間
交
流
給
食

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
扇
尾
小
学
校
全
児
童

か
ら
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
お
に
こ
ろ
」

の
披
露
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
給
食
を
み
ん
な
で
、
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
会
食
の
途
中
で
「
今
日
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
」
と
、
照
れ
笑
い
し
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
の
会
話
も
弾
み
、
食
事
が

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た

と
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
文
化
会
館
で
一
月
二
十
三

日
、
指
宿
市
出
身
で
現
在
テ
レ
ビ
朝

日
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
解
説
委
員
）

の
三
反
園
訓
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
日
置
地
区
講
演
を
聴
く

会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
三
反
園
さ
ん
は
、「
ど
う
な
る
日

本
の
政
治
と
経
済
」
と
い
う
演
題
で

講
演
。 

　
日
本
の
政
治
や
経
済
な
ど
に
つ
い

て
、
テ
レ
ビ
で
は
伝
え
て
い
な
い
話

な
ど
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
分

か
り
や
す
い
講
演
に
参
加
者
は
、
笑

顔
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

み
　
た
　
ぞ
の
さ
と
し 

   

　
東
市
来
か
ん
な
短
歌
会 

 

一
月
に
す
み
れ
咲
き
い
る
温
暖
化 

人
も
花
ら
も
戸
惑
い
て
お
り 

町
田
　
和
子  

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
み
み
ず
這
ふ
ご
と 

割
き
ゆ
き
て
大
地
の
草
の
芽
吹
か
む
と
す
る 

吉
田
ス
ズ
子  

初
冬
の
小
春
日
浴
み
て
枇
杷
の
花 

甘
き
香
り
を
風
に
の
せ
く
る 

中
間
ミ
チ
子 

 

　
伊
集
院
短
歌
講
座 

 

青
竹
を
一
本
切
れ
ば
あ
ら
た
ま
の 

飾
り
と
な
り
ぬ
和
の
し
つ
ら
え
は 

馬
場
　
典
子  

子
育
て
の
時
期
を
過
ぎ
ゆ
き
丸
く
な
る 

年
重
ぬ
れ
ば
滅
多
怒
ら
ず 

坂
元
　
芳
美 

 

出
入
り
繁
く
児
ら
が
遊
具
の
如
く
舞
う 

回
転
ド
ア
ー
に
運
ば
れ
て
み
る 

宮
園
　
良
子 

 

　
日
吉
短
歌
講
座 

 

ひ
ざ
の
骨
痛
み
互
い
に
語
り
合
い 

リ
ハ
ビ
リ
室
は
心
な
ご
み
ぬ 

阿
多
　
溢
子  

そ
れ
ぞ
れ
が
鍋
奉
行
に
と
成
り
す
ま
し 

す
き
焼
き
食
べ
る
大
晦
日
の
夜 

池
上
　
久
代  

天
空
を
射
抜
く
が
ご
と
く
聳
え
立
つ 

世
界
一
誇
る
ウ
ル
ム
の
塔 

床
並
こ
ず
え 

   

　
奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
） 

 

梅
満
開
黄
泉
ま
で
届
け
こ
の
香
り 

瀬
川
　
ナ
ル  

天
降
川
湯
煙
り
上
が
る
冬
景
色 

赤
　
　
鉄
男  

田
の
神
に
藁
の
包
み
の
供
え
餅 

下
茂
　
ミ
ヤ 

 

　
伊
集
院
俳
句
会 

 

一
本
の
竹
の
堰
な
す
冬
の
川 

宮
野
　
榮
子  

潮
木
焼
く
け
む
り
尾
を
引
く
年
の
暮 　

松
　
一
枝  

嫁
姑
厨
に
立
ち
て
初
笑
ひ 

横
井
キ
ヌ
ヱ 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

手
際
よ
き
人
の
師
走
の
余
裕
か
な 

池
上
　
悠
子  

凩
の
残
す
風
紋
大
砂
丘 

月
野
ミ
チ
子  

柿
一
つ
も
ぎ
た
き
程
に
日
に
映
え
て 原

田
　
圭
子 

   

　
土
橋
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

孫
ん
子
守
い
投
げ
ち
ゃ
拾
え
ち 

婆
を
苛
ね
っ 

尾
堂
　
一
髪
（
敏
昭
）  

姑
が
財
布
拾
る
た
や
一
枚
め 

無
か
ち
騒
動 

東
　
ゆ
め
路
（
マ
サ
子
）  

拾
る
た
財
布
中
身
を
見
た
や 

放
た
い
投
げ 

永
田
　
酒
楽
（
久
）  

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会 

 

午
前
様
早
速
嗅
た 

亭
主
ん
シ
ャ
ツ 

入
來
院
彦
六
（
元
彦
） 

 

使
け
古
す
貰
ろ
た
が
御
礼
が 

高
こ
け
な
っ 

池
畑
　
鉄
亀
（
哲
也
） 

 

留
守
屋
敷
郷
中
ん
奉
仕
で 

日
光
が
当
た
っ 

池
上
　
歌
子
（
良
子
） 

か
か
　
　
　
ふ
　
　ぞ
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
い
っ 

　な
　
　
　
　
　
　そ
　
ど 

  

　ふ
　
　
　
　
　
ふ
　
ぞ 

　ほ 

    

　ご
　
ぜ
ん
さ
あ
さ
し
つ
け
か
ず 

　と
　
と 

  

　つ
　
　
　
ふ
る
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　ご
　
れ 

　た 

  

　ず
　
し
　
や
　
し
っ
ご
　
じ
ゅ 

　
　ひ
　
　
　
　
　あ 

ま
ご
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る 

　ば
　
　
　
こ 

よ
　
み 



１  
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１ 
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

　運動やスポーツをすること、身体を動かすことは、健康に良いと頭で分かっていても実行するのは難しい
・・・。多くの方が実感しているのではないでしょうか。 
　18年度に実施した『日置市健康実態調査』でも約７割の市民が運動習慣を持っていないという結果が出
ています。また、ウォーキング大会や運動教室など健康づくりの活動への参加未経験という市民も全体の７
割を超えています。 
　運動習慣を身に付けるコツにはいくつかありますが、まずは身近なところで開催されている歩こう会やウ
ォーキング大会を体験してみてはいかがでしょうか。地区公民館での活動や市役所のイベントなど色々と開
催されていますので、広報や掲示板を注意してみてください。 

住吉、扇尾でも開催しています 

○期　日：平成21年３月25日（水）９：30～ 
○会　場：吹上温泉イベント広場                 
○参加費：300円（保険料含む）               
○昼　食：400円（要申込み）                 
○雨天時：小雨決行 大雨により中止の場合は、 
　　　　　勤労者体育館にてレクリエーション 

○お問い合わせ先： 
　吹 上 支 所　市民課健康保健係　　　296－2111 
　本　　　庁　健康保険課健康増進係　273－2111 
　東市来支所　市民課健康保健係　　　274－2111 
　日 吉 支 所　市民課健康保健係　　　292－2111

※　詳しくは、2月13日発行のお知らせ版をご覧ください。 

【お知らせ】吹上温泉ウォーキング大会 

春の風を感じながら楽しくウォーキングしませんか 

日置地区公民館『園林寺まで歩こう会』 
21年１/17（土）開催 117名参加 

日新地区公民館「日新ウォーキング大会」 
20年10/26（日）開催 44名参加 

吉利地区公民館「地区健康づくり～歩こう会」 
20年10/18（土）開催 54名参加 

ベビーカーで参加! 
「気持ちだけは 
　ウォーキングしてまちゅ」 

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

堂
脇
　
莉
緒
　
　
拓
也
　
　
郡
上 

上
床
　
　
鈴
　
　
亮
太
　
　
天
神
馬
場 

有
村
陽
菜
乃
　
　
信
一
郎
　
平
古 

中
原
　
雪
翔
　
　
　
　
　
　
朝
日
ヶ
丘 

加
治
屋
篤
人
　
　
一
樹
　
　
中
福
良 

福
　
　
彩
葉
　
　
龍
二
　
　
妙
円
寺
九
区 

臼
井
　
　
　
　
　
秀
介
　
　
瀬
戸
内 

下
瀬
　
　
慧
　
　
康
平
　
　
妙
円
寺
一
区 

幸
福
　
梨
央
　
　
浩
明
　
　
妙
円
寺
九
区 

山
口
　
華
音
　
　
喜
照
　
　
宮
脇 

黒
木
　
逞
宏
　
　
威
史
　
　
郡
下 

宇
都
　
夢
叶
　
　
寛
高
　
　
徳
重
東 

野
口
　
駿
弥
　
　
洋
祐
　
　
中
福
良 

南
　
　
瑠
花
　
　
勇
気
　
　
向
江
町 

竹
下
　
　
菫
　
　
真
悟
　
　
宮
脇 

矢
野
　
心
遥
　
　
弘
人
　
　
徳
重
東 

佐
々
木
　
玲
　
　
大
　
　
徳
重
東 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

下
池
　
楽
夢
　
　
成
人
　
　
荻 

草
野
　
依
音
　
　
勝
徳
　
　
皆
田
西 

中
池
　
美
水
　
　
十
久
彦
　
中
央 

鍛
治
屋
隼
人
　
　
勝
太
　
　
堀
内 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

冨
ヶ
原
優
菜
　
　
松
三
郎
　
熊
野 

堀
田
　
颯
人
　
　
悠
介
　
　
熊
野 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

原
田
　
悠
成
　
　
隆
一
　
　
窪
田 

尾
曲
い
ろ
は
　
　
良
二
　
　
榎
下 

上
村
　
遼
成
　
　
紘
一
郎
　
東
本
町 

齊
藤
　
礼
羅
　
　
恵
信
　
　
西
本
町 

下
野
　
蓮
翔
　
　
彰
久
　
　
西
本
町 

      

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

福
留
　
正
春
　
　
74
　
郡
上 

外
屋
敷
勝
次
　
　
79
　
宮
脇 

福
之
上
次
良
　
　
72
　
下
方
限 

堀
之
内
浅
吉
　
　
97
　
恋
之
原 

山
下
　
ト
シ
　
　
86
　
天
神
馬
場 

　
留
　
フ
ミ
　
　
91
　
下
方
限 

腰
　
　
勝
美
　
　
81
　
寺
脇 

有
村
　
フ
ミ
　
　
92
　
大
田
上 

宮
之
前
フ
ヂ
ヱ
　
87
　
中
川 

宇
都
袈
裟
男
　
　
77
　
清
藤 

右
田
ミ
チ
子
　
　
73
　
飯
牟
礼
上 

南
屋
敷
シ
ヅ
　
　
87
　
郡
下 

今
村
ヒ
サ
エ
　
　
76
　
大
田
上 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

野
上
　
冨
雄
　
　
80
　
尾
木
場 

有
馬
　
　
剛
　
　
52
　
皆
田
西 

奥
田
　
清
藏
　
　
91
　
下
養
母
上 

平
田
　
孝
一
　
　
77
　
城
之
町 

根
占
　
フ
ミ
　
　
74
　
美
山
下 

下
池
ミ
チ
ノ
　
　
86
　
上
野
西 

石
原
　
信
子
　
　
88
　
田
之
湯 

西
村
ユ
キ
ヱ
　
　
91
　
田
之
湯 

室
屋
　
　
巳
　
　
77
　
駅
前 

平
山
　
　
雄
　
　
83
　
麓
下 

園
頭
　
國
盛
　
　
72
　
赤
崎 

下
池
　
義
孝
　
　
77
　
中
央 

　
田
　
ミ
ヱ
　
　
96
　
元
伊
作
田 

横
枕
　
春
友
　
　
92
　
田
代 

　
田
ス
ミ
江
　
　
99
　
駅
前 

前
田
　
信
男
　
　
86
　
江
口 

今
村
　
義
房
　
　
87
　
堀
内 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

古
屋
鋪
　
保
　
　
62
　
柿
の
谷 

野
口
　
ノ
ブ
　
　
87
　
草
原 

秋
葉
　
國
吉
　
　
88
　
青
松
園 

大
山
　
ア
イ
　
　
85
　
中
区 

上
原
　
シ
ヅ
　
　
95
　
中
区 

　
元
　
貞
夫
　
　
76
　
日
置
麓 

向
井
　
榮
二
　
　
89
　
草
原 

鳩
野
フ
ヂ
エ
　
　
96
　
中
区 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

立
石
　
清
文
　
　
47
　
下
与
倉 

西
　
ア
ヤ
子
　
　
79
　
小
野 

七
呂
　
梅
吉
　
　
86
　
七
呂 

柳
原
フ
サ
エ
　
　
87
　
藤
元 

永
田
　
　
志
　
　
84
　
下
中
之
里 

堤
　
ス
ミ
エ
　
　
77
　
中
田
尻 

安
藤
　
清
藏
　
　
98
　
下
田
尻 
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スポーツ安全保険が改定されます 
改定内容の概要 

１　傷害保険 

入院・通院　４日以上から補償 

２　賠償責任保険 

てん補限度額（補償額）　身体賠償１人１億円、１事故５億円 
　　　　　　　　　　　　財物賠償　１事故500万円 
免責金額（自己負担額）　１事故　1,000円 

３　共済見舞金 

共済見舞金給付額　160万円 

４　加入区分・掛金 

人数要件　子どもの団体は子どもが５人以上 
　　　　　大人の団体は加入区分ごとに５人以上 

１　傷害保険 

入院・通院　１日目から補償 

２　賠償責任保険 

てん補限度額（補償額）　身体賠償・財物賠償合算１事故５億 
　　　　　　　　　　　　円ただし、身体賠償は１人１億円 
免責金額（自己負担額）　廃止 

３　共済見舞金 

共済見舞金給付額　180万円 

４　加入区分・掛金 

人数要件　５人以上の団体 
　　　　　加入区分は加入者ごとに選択可 

平成21年度【改定後】 

スポーツ安全保険をより便利に安心してご活用いただけるよう、平成21年度から上記の通り改定されます。 
ご不明な点は、日置市教育委員会スポーツ振興課までお問い合わせください。　　　連絡先　電話　273－2111（内線1461） 

平成20年度【改定前】 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

原口　健心ちゃん（５歳４か月） 

　　　幸心ちゃん（２歳２か月） 

父　真二さん　母　和美さん 
（吹上町中之里） 

　兄弟仲良く、思いやりのある男の子
になってね。 

■おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

安藤　大我ちゃん（０歳５か月） 

父　達也さん　母　麗子さん 
（吹上町永吉） 

　元気いっぱい、たくましく育ってね。 

■おかあさんから 

270

文 吉利小学校 

園林寺跡 
吉利神社 

　「
こ
こ
は
、
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
生
活
上
の
相
談
や
週
一
回
の
独

居
老
人
宅
の
訪
問
な
ど
健
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
假
屋
さ
ん

は
、
竹
之
山
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　「
高
齢
者
宅
や
独
居
老
人
宅
を
訪
問
す
る
と
、「
い
つ
も
声
を
掛
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ
た
り
、
ま
た
、
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
高
齢

者
の
方
が
、
何
回
も
相
談
を
重
ね
る
う
ち
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
く
れ

た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
假
屋
さ
ん
。
毎
年
、
年
末
に
は
、
地
域
の
全
世
帯

を
訪
問
し
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。 

　
定
年
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
竹
之
山
集
落
の
仲
間
十
二
人
で
町
の
大

会
な
ど
で
常
時
入
賞
し
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
保
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
鹿
児
島
市
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
錦
港
湾
ク
ラ
ブ
）
に
も
所
属
し
て
い
る
假

屋
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年
に
は
韓
国
で
行
わ
れ
た
世
界
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
全
国
選
抜
大
会
や
県
民
体
育
大
会
に
も
出
場
。
昨
年
開
催
さ
れ
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
で
は
伊
集
院
チ
ー
ム
で
出
場
し
三
位
に
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
十
七
年
に
は
一
級
審
判
を
取
得
。
多
く
の
大
会
で
主
審
を
務
め
て
い
ま
す
。「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
て
十
五
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
短
い
試
合
時
間
の
中
で

集
中
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
明
る
く
楽
し
く
和
や
か
に
競
技
を
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
を
元
気
に
さ
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
た
く

さ
ん
の
仲
間
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。 

　「
こ
れ
か
ら
も
高
齢
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
地
域
に
密
着
し
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
活
動
を
心
掛

け
て
行
き
た
い
で
す
ね
」 

シリーズ● 45
いきいき 

伊集院町竹之山（竹之山自治会） 

假屋　　亨さん〔72歳〕 
かり　や　　　　　 とおる 

石川　みどりさん（62歳） 東市来町美山 
　「人が好き、教えることが好き」と話す石
川さんは、地域の人たちとコミュニケーシ
ョンを取りたいと、美山地区公民館で手芸
を教えて６年目になります。「手芸（小物作
り）は、やる気があれば、初めての方でも
決して難しくありません。楽しんで活動し
ながら裁縫が好きになってくれれば」と石
川さん。また、美山保育園の学童保育の子
どもたちにも、手芸に興味を持ってほしい
と毎月３回、編み物やビーズなどを教えて
います。「今後は、染色や織物にも挑戦した
いです。これからも日々勉強をしながら自
分なりにアレンジをして、講座生の皆さんや、
子どもたちと楽しく活動して行きたいですね」 

　
今
の
私
の
夢
は
、
今
年
の
十
二

月
に
あ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
「
夜

想
曲
第
二
番
変
ホ
長
調
」
と
い
う

曲
を
演
奏
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

曲
を
初
め
て
聴
い
た
と
き
に
「
と

て
も
な
め
ら
か
な
曲
だ
な
。
私
も

こ
の
曲
を
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
思
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
曲
は
、
ゆ
っ
く
り
だ
け
ど

右
手
と
左
手
の
テ
ン
ポ
が
合
わ
せ

に
く
く
、
指
使
い
が
と
て
も
難
し

い
の
で
す
。
私
は
、
何
度
も
何
度

も
練
習
し
て
い
る
の
に
、
な
か
な

か
う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
、
う
ま
く
弾
け
な
い
と
き
「
も

う
や
め
よ
う
か
な
」
と
あ
き
ら
め

そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
ん
な
時
、
発
表
会
で
こ

の
曲
を
弾
い
て
い
る
自
分
を
想
像

し
ま
す
。
そ
し
て
、「
努
力
を
す
れ

ば
夢
は
叶
う
」
と
い
う
言
葉
を
思

い
出
し
ま
す
。 

　
私
は
、
今
も
発
表
会
に
向
け
て

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
。

「
努
力
を
す
れ
ば
夢
は
叶
う
」
と
い

う
言
葉
を
信
じ
て
。 

わ
た
し
の
夢 

妙
円
寺
小
学
校
六
年
　
上
野
　
綾
華
さ
ん 

う
え
　の
　
　
　
あ
や
か 

●民生委員・児童委員（伊集院地域） 
●伊集院町ゲートボール協会普及指導員 

 

『手　芸』 

 

　日吉地域の吉利地区にあります。吉利神社は旧吉利
村の郷社として大事にされてきました。この神社の本
社は鎌倉にあって御霊の宮と言い、吉利神社の御神体
は鳩野門の代表がはるばる鎌倉からもって来たといわ
れています。 
　この神社の祭神は鎌倉権五郎景政で、他に景政と関
係があるとされている８座の神（崇道天王、伊予神王、
藤原夫人、吉備公、文屋宮田丸、橘逸勢、藤原廣嗣、
火雷天神）が祭られています。 
　祭神の景政は平安時代後期の武将で、東北地方で起
こった後三年の役（1083～ 1087）の戦いで、勇名をと
どろかしたとされています。景政は、敵将鳥海弥三郎
に左目を射られましたが、これに屈せず、その矢を７
日間も抜かずに弥三郎を追い、ついに弥三郎を射殺し
たと伝えられています。 

日吉支所から車で３分 

Access

たい　が 

けんしん 

こうしん 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みたま 

　　はと　の　かど 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かまくらごん　ご　ろうかげまさ 

 

 

 

 

　　　　　　　ご　さんねん　　 えき 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり　み や　さぶ ろう 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　52,164人（△74） 

　男　　24,427人（△30） 

　女　　27,737人（△44） 

世帯数　22,438　（△15） 
2月1日現在 （　）は前月比 

鹿児島城西高校サッカー部準優勝祝賀パレード 
　第87回全国高校サッカー選手権大会

で準優勝を成し遂げた鹿児島城西高校

サッカー部の準優勝祝賀パレードが１

月16日、伊集院駅から市役所までの間

で行われ沿道には大勢の人が詰めかけ

ました。 

（「準優勝おめでとう鹿児島城西高校サッカー部」
P2関連記事） 

No.46 平成21年2月号 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９-２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

東市来支所 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

１２
自
治
会
と
の
話
し
合
い
活
動
で
元
気
な
地
域
づ
く
り 

伊
作
田
地
区
公
民
館
（
東
市
来
地
域
） 

▲ふれあいスポーツ大会（ウォーキング） 

▲ふるさとまつりの作品展示 

▲伊作田地区公民館設立総会 ▲　　滿洋館長 

成
十
九
年
六
月
に
伊
作
田
地
区

公
民
館
を
設
立
、
翌
二
十
年
四

月
に
基
本
と
な
る
規
約
や
組
織
機
構

（
総
務
企
画
部
・
産
業
振
興
部
・
保

健
福
祉
部
・
体
育
部
・
女
性
部
・
青

少
年
育
成
部
・
青
壮
年
部
・
高
齢
者

部
）
を
つ
く
り
自
治
公
民
館
活
動
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

作
田
地
区
振
興
計
画
は
平
成
十

九
年
九
月
か
ら
話
し
合
い
を
重

ね
地
区
内
の
道
路
や
生
活
環
境
、
保

健
医
療
福
祉
、
産
業
、
教
育
、
住
民

自
治
の
現
状
と
今
後
の
課
題
、
解
決

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
な

ど
多
く
の
方
の
協
力
で
約
一
年
か
け

て
策
定
し
ま
し
た
。 

統
行
事
と
し
て
は
、
郷
土
芸
能

の
伊
作
田
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
、
三
年
お
き
に
披
露
さ

れ
現
在
は
実
行
委
員
が
中
心
に
な
っ

て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

区
で
は
、
各
専
門
部
が
中
心
と

な
り
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
十
一
月
に
は
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

し
め
る
よ
う
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
三
種
目
で
開
催
。
二
百
十
三
人
が

参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

た
、
十
二
月
に
は
、
健
康
づ
く

り
講
演
会
と
地
区
の
活
性
化
を

目
指
し
て
伊
作
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

を
開
催
。
書
道
・
陶
芸
な
ど
の
作
品

展
示
や
百
二
十
六
点
も
の
出
品
が
あ

っ
た
野
菜
品
評
会
・
芸
能
発
表
・
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
、
終
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

宅
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

住
宅
用
火
災
報
知
器
に
つ
い
て

は
、
地
区
公
民
館
が
中
心
と
な
り
、

全
世
帯
の
約
七
割
の
六
百
十
世
帯
に

設
置
。
伊
作
田
消
防
団
員
と
自
治
会

長
が
申
し
込
み
の
あ
っ
た
す
べ
て
の

住
宅
を
回
り
、
取
り
付
け
ま
し
た
。 

区
公
民
館
の
役
割
は
、
地
域
づ

く
り
の
拠
点
、
生
涯
学
習
の
拠

点
、
地
区
情
報
化
の
拠
点
で
地
区
の

方
々
の
集
い
の
場
、
学
び
の
場
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
十
二
自
治
会
と
地
区
公

民
館
の
話
し
合
い
活
動
で
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
で
す
。 

平 伊 伝 

ま 

地 

住 

地 

市の面積　253.06㎞2

伊作田地区公民館 
（東市来地域） 

　
東
市
来
地
域
の
西
部
に
位
置
し
江
口

浜
海
岸
の
あ
る
伊
作
田
地
区
は
、
十
二

自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年

二
月
一
日
現
在
で
八
百
八
十
八
世
帯
二

千
六
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
江
口
浜
の
雄
大
な
東
シ
ナ
海
へ
の
眺

望
や
農
水
産
物
の
直
売
所
「
江
口
蓬
莱

館
」
の
影
響
で
農
漁
業
と
も
地
域
に
活

気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

五
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
港
ま

つ
り
」
は
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。 

今月の 
表　紙 




